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町
内
の
ご
家
庭
の「
ひ
な
人
形
」

や
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
で

作
ら
れ
た「
つ
る
し
飾
り
」の
ほ
か
、

町
内
の
小・
中
学
生
が
手
作
り
し

た
可
愛
ら
し
い
ひ
な
人
形
の
展
示

を
行
い
ま
す
。
毎
年
異
な
る
テ
ー

マ
で
制
作
し
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
み
ん
な
の
手
で
作
り
上
げ

る
特
別
展
で
す
。
子
供
の
作
品
は
、

ジ
ュ
ニ
ア・
リ
ー
ダ
ー
と
遊
ぼ
う

の
子
ど
も
会
行
事
の
中
で
制
作
す

る
予
定
で
す
。
町
だ
よ
り
と
あ
わ

せ
て
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
、
展
示
期
間
や
内
容

に
変
更
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
期
間　
３
月
17
日（
木
）
～

　
　
　
　
４
月
17
日（
日
）

　
※
月
曜
日
定
休

●
場
所　
水
と
歴
史
の
館

●
営
業
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
入
館
料　
町
民
は
無
料

●
日
時

　
→
延
期
後　
３
月
６
日（
日
）

　
　
午
前
８
時
40
分
～
11
時
15
分

　
３
月
23
日（
水
）に
、
町
産
材
で

ポ
ッ
チ
ョ
ン
型
の
し
お
り
を
作
り

ま
す
。
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

写
真
展「
日
常
～
フ
ォ
ル
ダ
の
中

の
好
き
な
モ
ノ
～
」

　
仙
南
２
市
７
町
の
青
年
た
ち
が

集
ま
り
、
角
田
市
を
会
場
に
仙
南

青
年
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
日
常
」を
テ
ー
マ
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
撮
っ
た
お
気
に
入
り

の
写
真
を
募
集
し
、
景
色
や
人
物
、

動
物
等
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
１

０
０
点
以
上
の
作
品
が
集
ま
り
ま

し
た
。
町
か
ら
も
約
30
点
の
応
募

が
あ
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
初
日
の
２
月
６
日
に
は
、
実

行
委
員
が
会
場
の
案
内
や
お
楽
し

み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
運
営
を
行

い
、
七
ヶ
宿
か
ら
も
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
月
22
日
ま
で
展

示
が
行
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
多

く
の
人
に
想
い
を
届
け
て
い
ま
し

た
。

　
２
月
中
に
予
定
し
て
い
た
次
の

事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
の
た
め
延
期
し
ま
し
た
。

今
後
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
再
度

変
更・
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
参
加
申
込
み
期
間
も
延
長
し
て

受
付
中
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

　
→
延
期
後　
３
月
22
日（
火
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
申
込　
３
月
15
日（
火
）ま
で　

《
３
月
の
予
定
》

●
６
日（
日
）

　

�

ジ
ュ
ニ
ア・
リ
ー
ダ
ー
と
遊
ぼ

う　
冬

●
22
日（
火
）

　
成
人
講
座　
自じ

彊き
ょ
う

術じ
ゅ
つ　

●
23
日（
水
）

　

�

成
人
講
座　
木
製
し
お
り
づ
く

り
講
座

成
人
講
座　
自じ　
彊き

ょ
う　

術じ
ゅ
つ

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
遊
ぼ
う　
冬

水
と
歴
史
の
館　
特
別
展

ひ
な
人
形
と
つ
る
し
飾
り
展

～
Ｏお

ら

だ

ず

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｚ
Ｕ
の
雛
ま
つ
り
～

令
和
３
年
度
仙
南
青
年
文
化
祭

in
か
く
だ
開
催
し
ま
し
た

木
製
し
お
り
づ
く
り
講
座

参

加

者

募

集

延
期
の
お
知
ら
せ

▲バラエティに富んだ作品を展示

▲今年も個性豊かな作品を展示予定です

▲完成イメージ

こんにちは！

です

地域地域
おこしおこし
協力隊協力隊

March
March marks the end of the school year in Japan. 
Congratulations to all the students for completing 
another year of school. You did it!

Next year, many students will begin a journey 
in a new school. Children will move from the 
nursery school to the elementary school, from the 
elementary school to the junior high school, and 
some of our students will move from junior high 
school to high school. It will be an adventure.

To all the students navigating the twisting turning 
waters of your educational careers. Enjoy the 
ride. Put effort into your work. Create memories 
you can look back fondly upon. This is a very 
special time in your life, you may not realize it 
until you are looking back, from somewhere far 
away.

This March, as we watch the snow melt into the 
Shiroishi River, flowing down through the valleys 
of Miyagi to the Pacific Ocean, joining the waters 
of the world. Let’s all take a moment to think 
about the journey of our students.

３月
　３月といえば、日本では年度末です。生徒
の皆さん、今年も学校生活を終えることがで
き、おめでとうございます。やりましたね！
　来年度、多くの生徒が新しい学校へ旅立ち
ます。子どもたちは保育所から小学校へ、小
学校から中学校、一部の生徒は中学校から高
校へと進学します。それは冒険です。
　紆余曲折する人生を歩んでいる学生の皆さ
んへ。楽しみましょう。勉強に力を入れましょ
う。懐かしく振り返ることができる思い出を作
りましょう。この時間は、人生のなかでとても
特別な時間です。どこか遠くから振り返って
みるまで、そのことに気づかないかもしれませ
ん。
　この３月、雪が解け水が白石川に流れ、宮
城の渓谷を抜けて太平洋に流れ込み、世界の
海と合流するのを見るとき、皆さんも、生徒
たちの旅
立ちに思
いを馳せ
てみては
いかがで
しょうか。

圖
ず
所
しょ
　剛

つよし
　隊員

　こんにちは！焼き物を作っている地域おこし協力隊の圖所です。今
シーズンの冬は去年よりも雪が多く、楽
しくもあり厳しさも感じる今日この頃です。
　冬の間は七ヶ宿に来るお客さんも少なく
作陶を続ける日々を過ごしています。今年も道の
駅隣の工房での陶器市や、県内外を問わず、様々な場
所での展示会などを予定しており、町民の方に楽しんでもらえ
るような器づくりはもちろん、七ヶ宿焼を通して町の魅力をよ
り多くの方々に知ってもらえるように頑張って参ります。
　未だにコロナ禍が落ち着かないままではありますが、十二分
に対策等を取りながら気を付けて活動していきたいと思いま
すのでよろしくお願いします。

マケ の
おはなし
ル

イ


